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慶應義塾大学総合政策学部教授清水唯一朗

過去と現在を、現在と未来をつなぐ場がようやく生ま

れた。塾史展示館が開館した際、強い安堵感と希望を覚

えた。そうした場の不在が長く困りごとであったからだ。

今から28年前、世界がウィンドウズ95のリリースに

沸く1995年11月23日、三田キャンパスでははじめてと

なるキャンパスガイドツアーが開催されていた。主催し

たのは福利厚生団体のスチューデントカウンセラーズ

(SC)。今や各地の大学で定番となったキャンパスツアー

も、当時はまだ国内では先例のない先進的なものであり、

アメリカ留学から帰国したばかりの先輩が三田祭の目玉

企画として持ち込んだものだった。

ツアーの台本は三田に常駐する文学部2年の先輩たち

が中心になり、広報室の（おそらくは福沢研究センター

からも）協力を得ながら作成された。法学部の1年生

だった私も歴史好きとおせっかい癖が嵩じて末席で関わ

らせていただいた。幸いにもツアーは好評を博し、三田

祭が終わったあとも、広報室から依頼を受けて修学旅行

生などに提供された。私にとっても学部・大学院生時代

を通じて､研究の合間に高校生と談笑しながら楽しめる、

ありがたいアルバイトになった｡

ツアーが案内するのは、メディアセンター（の外観)、

西校舎の掲示板、生協食堂と山食、大教室、研究室棟

(の1階にある在室掲示)、塾監局（の外観)、福沢公園、

そして旧図書館（の外観）だった。主な対象は高校生で

あり、学生牛活がイメージできればよいということだっ

たが、それにしても150年の歴史を持つ大学に来てもら

いながら、それを感じられる場が少ないことが残念だっ

た。たまりかねて旧図書館の扉を開けて、ステンドグラ

スの前に生徒たちを招き入れて解説をしていると、しば

しば某所の扉が開いてお叱りをいただいた（その節はご

迷惑をおかけしました)。

その後、広報室の調査役であった小鴦武光さんのご尽

力で演説館をコースに入れていただけるようになり、状

況はやや改善した。とはいえ、台本を少々アレンジした

学部生の話ではなんとも心もとなく、来訪者に申し訳な

く感じられた。同期には、演説館で朗々と「丘の上」を

躯いあげる御仁もいたが。

心もとなさは大学院生になっても変わらなかった。日

本政治史を専攻してはいたが、私の専門は明治後期から

大正期の政官関係であり、義塾についても、福沢につい

ても、通史のテキストを超える理解を持ちあわせてはい

なかった。少しは大人になり、義塾の公式見解も気にな

るようになった。同期の小川原正道さん、指導教授の在

外研究中に仮親を務めてくださった寺崎修先生にそのつ

ど教えていただきながら、なんとか薄氷を渡っていた。

それから10年ほどして、ある方のオーラルヒストリー

を旧図書館の小会議室で行うことになった折に、八角塔

にあった展示室を案内していただいた。こんな部屋が

あったのかと驚いたが、やや無造作に置かれた乳母車や

筆洗い､そしていくつかの文書の実物を見ながら受けた、

要点を押さえながら間を取る説明は格別だった。義塾が

歩んできた歴史のなかを自分も進んでいる感覚に包まれ

る思いがした。

同時に、ひどく反省した。かつて自分がかかわってき

たツアーでは、ひたすら頑張ってしゃべり続けていた。

それでは来訪者に思索をめぐらす余地はなかったと。と

はいえ、悪いのはツアーの担当者でもなかろう。限られ

たコースを補うべく必死にしゃべっていたのだから。こ

の展示室のように、モノやテキストを眺めながら自分の

ペースで見て、それらと黙しながら対話することができ

れば、押しつけではない、補助線となる適切な解説が

あったらと話したことを覚えている。

それだけに展示館ができると聞いたときはうれしかっ

た。しかも開設準備の中心になるのは、あのときにとて

も心地よい説明をしてくれた都倉武之さんだという。心

が躍り、2021年7月、開館から時を経ずに訪ねた。妻と

二人で2時間、じっくり満喫させていただいた。

それから三田キャンパスで研究会があるたびに学外の

知人を連れていくようになった。昨年秋に入国管理が緩

和されてからは、堰を切ったように来日する海外の日本

研究者をご案内してきた。同行はするが、都倉さんに倣

い、説明は各セクションの冒頭での導入にとどめ、あと

はそれぞれのペースで見ていただいている。そうする

と、どなたもそれぞれに関心があるモノや掲示されてい

る解説を見て、自らの関心と結び付け、じっくりと対話

される。30分くらいと言っていた方が、 1時間、場合に

よっては2時間ほど滞在される。

気になるものがあったら声をかけてくださいねと伝え

ておくと、めいめいに所感を話してくれる。それに対し

て、こちらも考えを伝え、交換する。以下、展示に沿っ

て、そうしたやりとりをいくつかご紹介していこう。

導入の動画はとても好評だ。学生たちはナレーションが １
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岩ちゃん(岩田剛典氏。塾員。三代目ISOULBROTHERS

のメンバー）であることに気付き、歓声をあげる。そし

て、彼の声で説かれる半学半教の精神に強くうなずく。

インタラクションを軸に進む講義や、円形でディスカッ

ションを深めるゼミの淵源と目的がそれぞれの腋に落ち

ていく。

研究者の方には松永安左衛門の蔵書が旧図書館にM

系列として所蔵されていることをお話している。そこか

ら派生して、ヨーロッパから来た日本研究者の方に橋川

文三文庫(H系列）についてお話したところ、明治大学

で教鞭を執っていた橋川の蔵書が慶應にあるとはと、見

学を済ませてすぐに閲覧に向かわれた。

最初の角を曲がったところにある図書館の歴史の展示

では、多くの方が溶けたステンドグラスに目を奪われる。

1階で手古奈像の来歴について話し、ステンドグラスの

意匠を解説したことがここでつながってくる。戦争の記

憶アーカイブに取り組んでいた学生は、ここで戦争を体

験された方に当時から持ち続けているモノを持参しても

らい、それを話し手と聞き手の間においてインタビュー

を行うという手法を見出した。

「蝋々の章｣では、研究者よりも学生の方がヴィヴィッ

ドに反応する。とりわけ、交換留学を予定している学生

たちは自分たちの来し方とこれからに福沢の青年期を重

ねるようだ。「ドヤ顔」とキャプションが付くサンフラ

ンシスコでの写真も、学生には発見や学びを形にした福

沢の慧眼と映る。自己顕示と捉えてしまう自分の浅慮を

反省させられる。

このパートの最後には「二十一谷人」の印鑑が置かれ

ている。昨年、ここで福沢が江戸を33年、明治を33年

生きたという解説を読んだ台湾の日本研究者の方が、二

つの時代を生きるということについて話をはじめてくれ

た。学生も巻き込んで(海外からの日本研究者を案内す

るときは、必ずゼミ生に声をかけて同行している）話は

広がり、ちょうど今年は明治一五四年、つまり日本は戦

前と戦後を七七年ずつ生きてきたことをどう考えるかと

いう議論につながった。

続く「智勇の章」には福沢が編み出した数多くのこと

ばが出典と共に並べられているが、ここでは面白いこと

に日本人の政治学者が多く反応してくれる。政治制度、

政治哲学、比較政治、政治コミュニケーションなど、そ

れぞれの専門に刺激を与える言葉が並び、人間と政治に

通底する問題意識を喚起される。なかでも「活用なき学

問は無学に等し」は痛烈に響くようだ。

『文明論之概略』の版木のところでは、著作権の確立

に向けて尽力した福沢の努力にみなさんが関心を示すな

かで、二次創作について研究する学生が、版木をコピー

した人たちの地道な努力と創造性の欠如を指摘した。同

行していたドイツからの研究者がとてもその指摘を面白

がり、そこから近代の二次創作について話が広がった。

そのやりとりを横に、私はつい、この版木はそれなりに

数があり、かつては海外大学と交流する際にプレゼント

されていたという小咄に走ってしまった。だが、ここまで

福沢の青年期の体験をトレースしてきた見てきた閲覧者

にはそれさえも、慶應が伝統的にグローバルに展開して

いるという理解につながったようで、ある学生は、五カ

条の誓文が掲げた日本の近代の理念を慶應が体現してい

ると感じたと話してくれた。夢をもってよい。それを実

現する社会を作る。そのために古い悪しき習|員は廃し、

世界に知識を求めていく。その通りだろう。なお、この

小咄の伏線は、続く大学部設置のところで回収される。

「独立自尊の章」では、学生も研究者も学徒出陣に引

き寄せられる。ここで対話をした記憶はない。皆、自分

のなかで自省し、言葉にならない言葉を心のなかで巡ら

せているのだろう。

最後に待つ｢人間交際の章」では、前章にあった女子

学生募集とその断念のパネルとの関連から、ジェンダー

の話題が広がることが多い。福沢後の慶應が女子教育の

意向を強く持っていたことは、現在の学生たちにも大き

な後押しとなるようだ。

見学を終えたあとは、時間が許すかぎり、 1階のカフェ

で感想を伺っている。一般の方は慶應の歩んできた道へ

の所感を感慨を持って語ってくださり、新入生はその一

員となった喜びを語り、 2，3年生は自分の研究にどう

活用できるかを生き生きと話し、4年生は自分のこれか

らの生き方と照らして論じてくれる。研究者はそれぞれ

のテーマとのつながりを閼達に議論してくれる。過去と

未来をつながる場ができた喜びを改めて感じる。

こうして塾内外、国内外からの来訪者を案内している

と、何度も実物資料と向き合うことを通じて、義塾と自

分のありようを考える機会をもらっていることにも気が

付く。塾長が近時しばしば｢慶應義塾の目的」に言及さ

れているのも、そうした経験がさせているのだろう。

「一身独立して一国独立す｣｢学問に凝るなかれ｣｢すぐ

に役に立つ人物はすぐに役に立たなくなる」「この人民

にしてこの政治あるなり｣。展示館で出会う言葉たちは、

そのときどきの私たちに対話の鳶口を投げかけてくれる。

展示館を訪ねることは､自分の過去を顧みて未来を想う、

過去と未来をつなぐ歩みなのかもしれない。
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他に、 「慶應義塾150年史資料集』調査員、 12名
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